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日本原子力学会標準

原子力発電所の地震を起因とした

確率論的安全評価実施基準:2007
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まえがき

原子力発堀所の地震を起因とした確率飴的安全評価実施基準:2007は,(御日本原子力

学会が標準委員会･発餓炉専門部会の下に地展PSA分科会を股けて検討し‘同専門部会，

同委員会での審織を径て策定・発行したものです。原子力発電所の出力運転状態における

地震を起因として発生する事故に関する確率鰭的安全評価⑱SA)の有すべき要件及びそれ

を満たす具体的方法を,PSA実施の手順を踏まえて実施基準として規定したものです。

なお，この検討に暗し,地震PSA分科会においては，地震ハザード評価作業会，建屋．

機器フラジリティ評価作業会及び事故シーケンス評価作業会を設けて検肘を行いました。

原子力発趣所の破牢飴的安全評価は，確率篭を用いて原子力発電所の安全性を総合的か

つ定孟的に評価する手法であり，炉心又は懲料が損傷に至る事象に着目して，損傷に至る

事故シナリオ及び損傷後の喜象進展を同定し，その発生頻度及び影響について推定するこ

とができますも各国でPSAの技術開発及び事例適用，応用研究が進められてきた結果，

今日では，この安全解価手法は安全股針・運転管理・安全規制などの広い分野における意
、

思決定プロセスを支援する効果的な手段と寵織されるよう･になっていますb

原子力発電所を対象とするPSAにおいては，一般的に，事故の発端となる事象の特性

に応じて，発電システムの内部で起きる機器故障及び人的過娯などに起因する内的事象の

PSAと，地震や火災などに起因する外的事象のPSAに大別されます。

地霊PSAを含む外的事象のPSAについて，米国では,NUREG-1160(1990年最終版

発行）で代表プラント評価が実施され01991年の原子力規制委員会（》凪C)の要求によ

って，外的事象に対する個別プラント野価(IPEEE)が実施されています．また．2003

年には米国原子力学会(ANNS)から外的事象のPSA樫準(ANSIMANS-5821･2003)が公

表されていますe

一方，我が国は世界でも有数の地震国であることから，地震に関する研究が早期から精

力的に行われてきました。原子力発電所の耐震殻計においては，地震に関する研究成果が

反映され，解析評価手法の改良が活発に進められてきました．地健PSAにつし､ても’技

術開発の実態を踏まえて，研究槻関及び産業界において解価手法の整備検肘が進められて

きています。また，現在，これらの状況も踏まえて,総合的な耐震安全性評価法としての

地震PSAの活用について霞飴されてきています6

以上のことから．この標翠では，地震PSAを実施する場合の考え方，満足すべき要件

及び具体的な方法について胴査検肘を行い．関連する分野の専門家の意見を踏まえ，地震

PSAの実施基準について規定することにしたものです。

ARRJbSCPOm;2007には，次の附属書があります。ただし､附属香(参考)は標準の一部

ではありません。

鮒風害1（規定）地展PSAの妥当性を確保するための方策

附■書:2（規定）原子炉施股周辺斜面の鬮堪による炉心損侭への彰唇解硬

附属讐8（規定）余震による炉心撹僅への影響評価

1

1
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附餌香4(規定）経年変化事象を考遭した燭台の炉心損侮への影要評箇

附風香6(藻定）建屋の現実的酎力の酔価方法
附風書6<規定）旦外童墓土木檎造物の現実的耐力の評価方法
附属会7（規定）地盤剛性の糎準的なデータペース

附屈癖8(規定）建屋激衰定数の種準的なデータペース

附凪書9（規定）コンクリート実強度の裸準的なデータベース

附四書10(規定）建屋と連霞して応答解析を行う樫蕃の中央値及び不礒実さの算定

附麗書u噸定）建屋と分催して応答爵価を行う樋墨の入力及び機塁モデルについ

て

耐岡害ﾕ2（規定）地盤崩壊砲率の算定方法

附皿毎18（規定）免震型原子力発誰股における免歴層のモデル化

附肌蚕14(参考）斜面崩穣による2次的影響評価の参考例

附回書15（参執余霞を考重した地歴PSA手法

附屈書ﾕ8（参考）上下動に対する地震ハザード評価手法

附胆害17（参考）地麓動のばらつきと上限値の取扱い

附朋書18(参考）文鄙科学省の地展餌壷研究推道本部における地躍動のばらつきと

上限値の取扱い

附囲書ﾕ9（参考）公関地震ハザード酔価コードの挺要

附属書20(参考）建屋の安定性に係る損傷限界点

附凪香21（参考）斜面の許容すべり量に基づく損箇建率評価
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（社）日本原子力学会における原子力標準の策定について

苧原子力発電所の地震を起因とした確率飴的安全解価冥歯基準:2007"はﾕ999年9月聖日

に設低された(細日本原子力学会標準委員会侭taninrrJRmmmiHPR㎡AE")が，原子力施

設の安全性と信頼性を確保してその技術水準の維持･向上を図る観点から,原子力施設の設計・

建段･運転･廃止活動において実現すべき技術のあり方を，原子力技術の提供者j利用者,専

門家の有する密の知見を踏まえ，影轡を受ける可能性のある関係者の意見をパブリックコメ

ントをも通じて聴取するなど公平,公正,公開の原則を遵守しながら審賎し,合意したところ

を文香化した原子力標準の一つですも

この委員会は，産業界と学界が共同して我が国の経済的，社会的環境，国民性.産業構造．

技術の発達等を十分勘案し,市場における健全な製品を職別する基鎚を梢賓者に提供すること

を目指して,合意できるところを原子力標軍として随時制定し‘それを岐新の知見を反映して

改定してし､くことを使命にしていま宝これにより，消費者が当賎技術についての最新の知見

を迅速に利用することが可龍になる一方,市堀亜争に参加している生産者は,当咳技術が標準

化されたことを前提として,比較傷杭性寺生み出す技術餌域の開発に努力を集中することが可

能になりま･jZ

また,我が国においてはこれまで,国民の生活の質を砿保し,経済社会の安定な発展を支え

るため，国が規制行政活動の一部として所要の標準を国家標鏑として制定し,行政判断に使用

してきましたが,技術革新のスピードが速く，新技術の利用侭囲が連統的に拡大していく今日

にあっては,技術の変化に合わせて国家擬準を適正化していく作業が追いつかないため｡国民

が最新の技術知見の利益を享受するのに遅れを生じるおそれが指摘されていました。しかしな

がら，このような委員会の活動が活発になされ，そこで国民の合意を得て制定されたいわゆる

＝ンセンサス標準を国が行政ニーズに応じて利用していくことになれば,小さい行政コストで

新しい技術的知見を迅速に国民の利用に供する…謹備されることになりますもさらに，こ

れを国際標準化していく努力を行うことも学会でこそ可能であり，これの実現は我が国の国際

発電炉専門部会の活動について

発瞳炉専門部会（以下，本専門部会）は，発電炉に係わる標準原案作成の任務を日本原

子力学会標準委員会から与えられ,2000年4月以来活動を行っています。

現在，我が国の原子力発趣は，発電丘において国内電力量の3分の1以上を占めるに至

り，また設側利用率も竿平均で80%を超える安定した運転が続けられていま*。この要

因としては‘産業界において海外からの導入技術をベースに技術開発を加え，発懲プラン

トの殴計,製作,そして運転管理が行われたこと，更に国による規格.基準.指針等の標

準の整備が行われてきたことがあげられますbしかし,発電炉技術の先進国となり，新技

術のプラント設計・製作への反映‘安全性・信頼性向上に関する技術の時宜を得た導入，

グローバリゼーション時代に対応した広い視点からの活動，等において，最新の知見を即

座に反映した標翠の作成が求められるようになりました．このような状況にあって本専門

部会は．発趣炉の安全性と信頼性を確保し，その技術水準の維持向上を図るために必要な

標準原案を作成する活動を行っていま魂対象とする標準としては，国の規制に含まれる

ものから産業界の緒活動における手引き類までを含み，国際的な視点からも検肘しており

ます6

本専門部会は公開で行われていますので‘事前に連絡頂ければ傍穂することができますb

また審鑑過程は鮭事録として残し‘ホームページにも掲載されますので活動状況を砿認い

ただくことも可能です。

標準は，新技術の開発状況や新たに得られた知見に基づいて適切に改定されてし､くこと

によって，その利用価値が維持できるものです。そのため，少なくとも年に一度は本専門

部会で見直しを行って，5年毎に改gr版発行を行うこととしてその原案を作成していきた
いと考えておりま･すも

2007年3月

標準委員会

発電炉専門部会

部会長平野光将

技術戦略上重要な貢献となるでしょう。

標準委員会は,専門家集団の果たすべきこのような役割と責任を意鰯しながら，ボランティ

ア精神を基盤に,原子力施股において今後予想される上配のニーズに対応する標準策定活動を

行うために，公平,公正，公開の原則に則って運営規約を定め，発煙炉‘原子燃料サイクル，

研究炉の3分野で部会を設匿して活動を行っていますも因みにこの穏準は発琴専門部会が原

案を作成しました．この漂準が上の趣旨を踏まえて各方面で活用されることを期待しま-ｳもな

お，この内容については5年ごとに改定することとしておりますので,本委員会はこの標準の

利用に際してのご質問や改定に向けてのご提案をいつでも歓迎しますも

2007年3月

標準委員会

委員長宮野展
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委員長

副護員長

幹事

委貝

委員

委員

委員

蚕員

委貝

委員

委員

委員

霊員

委貝

宮野贋

田中知

平野光詩

饗錫洋・

青柳春樹

石晶清見

岩田修一

大西一之

岡本孝司

小川雅生

喜拶尾憲助

北島

駒田

阪口

光比古

広也

正敏

東芝プラントシステム(株〕

東京大学

〔独)原子力安全莚趣構

三菱重工業(株）

日本原耀（株）

鱈)日本原子力研究開発擦縛

東京大学

日本原子力保険プール

東京大学

東京工業大学

ISO圧C85.m“C45

国内委員会

九州孟力(株）

(財)趣力中央研究所

中部愈力(銅
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（噸不同．敬稗略）

(2007年8月20日現在）

!委員

‘香員

婁員

委貝

婁貝

婁員

委員

要員

委員

霞員

委員

委貝

委員

佐庫健治

塩田修治

柴田洋二

鈴木康郎

百々随

西醸由弘

早川均

林大作

原広

松本史朗

柳沢務

山下淳一

山田知秘

委員山担曇乏

婁貝吉村字一郎

原子燃料工業僻）

困西瞳力(株）

(鋤日本画櫻王塞今

東京電力㈱

日本原子力技術協会

東京大学

富士重樋システムズ豚）

日揮㈱

三菱マテリアル㈱

埼玉大学

函日本原子力研究開発樋構

㈱日立製作所

経済亜業者

原子力安全・保安院

名古屋大学

函原子力安全基建観構

旧委員

阿部清治（日本原子力研究所)．五百旗頭弘之（中部誼力(株))，井上隆（宮士睡椴(銅)･

鬼淨秀夫（三菱重工業㈱)‘思地健栓（《財)電力中央研究所)，金澤晃（(鋤原子力安全基錐樋構)，

HM郷昭雄((財)原子力発趣技術雛構),近鹿駿介(東京大学),中川晴夫((f)日本危樋エ業会)･

中島雨（日本原子力研究所)．中程正治（東京大学)，中平弘（住友原子力工業隊))‘

仲嶺佃英（内閣府原子力安全委員会事務局)，成合英樹〔筑波大学)，産井蛎彦（東京工業大学)‘

本部和彦(経済産業省)，鈎孝幸《関西趣力(銅〕，山木哲也(原子力安全･保安院)．

山鴎道夫（東海大学），腎木昌桔（原子力安全・保安院），池海正秀（日揮(鯛）．

石井保（三髭マテリアル(銅），池田暴久《東京エ案大学），水谷良亮（中部電力(鋼】，

鈴木光雄（日木原慾㈱），竹日敏一（大阪大学）

常時参加者

飯村秀文（日本原燃(銅)，岩田耕司（核燃料サイクル開発機構)，鈴木哲也（中部電力(銅)．

田南達也（東京愈力(妹))，中村隆夫（関西危力"),永田好文((銅日立製作所)‘

西野祐治（原子燃料工業(銅)，樋口雅久（日本原子力研究所)，古川雄二（三浬重工梁(株)〉.，

宮川俊晴（日本原燃㈱）

ix
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部会長

副部会長

幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委貝

霊員

委員

委員

平 野光将

三島嘉一印

笠井茂

安部 芳文

大橘 弘 忠

片岡薫

木下 幹 康

佐塵均

佐蔭崇

関 村直人

商楢醇

田南達也

千種直樹

発電炉専門部会

(独)原子力安全茶盤樫揮

京都大学

〔中)原子力技桁協会

日本原子力発趣（銅

東京大学

大阪大学

(財)電力中央研究所

経済産業街

㈱東芝

東京大学

中部趣力㈱

東京電力(鋼

関西電力(鋼

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委貝

委員

●

遠山陳

西村幸

野 中 低 之

平井陸

平野雅司

本 間 俊 充

益子裕之

松岡由了

村 松 健

守坦公三郎

〈園不同．敬称略）

(2007年3月”日現在〕

三菱重工(株）

(銅グローバル・ニュークリアフ

ュエル・ジャパン

核鍵料サイクル囲発樋構

日本核慾科関発(銅

(独)日本原子力研究関発握楊

睦)日本原子力研究開発樋梼

原群料工業〈銅

三菱原子燐料〈株）

日本原子力研究所

(鋼日立製作所

旧委員

本部和彦畦寄亜巣省）・古田一雄（東京大学）･産田茂（原子駐料工業(銅）．永田好文（q斜日立

製作所）・津久井丑（日本原子力発趣(鯛）,竹田敏一（大阪大学），押田隆（三菱重工業(銅），榊原

安英(《独〕日本原子力研究開発鰯得)・久保博己(三壷原子燃料〈鋼)’緒方恵造《日本核耀料闘発(銅)．浦

田茂（閤西瞳力(株)）,井手蛸越(久留米工業大学)，安塵正樹《痢東麺,成合英樹(筑波大)，笠井

滋（東京危力)、阿部清次（日本原子力研究前，天野正銭（中部峨力(株))，小島幸（(銅東芝)，田中治

邦(東京電力㈱)，中樺正治（東京大学)，古屋慶高（九州大学)，惑本研次〔関西電力(株〕)･山下淳一

《銅日立製作所)，古田博之（(株)グローバル・ニュークリアフユエル・ジャパン）．百々 隆（(中)原
子力技術鰹会）

糟時参加者

飯村秀文（日本原鑓《鋤)・岩田甥司（核魅料サイクル開発樋撫)，鈴木哲也（中部電力(銅),

田南達也（東京魅力㈱)，中村隆夫（関西電力(株))，永田好文（(鋼日立製作所>，
西野祐治（原子燐料工案《鋼)・古川雄二（三菱重工業(鯛)．宮川俊購（日本原慾(銅）

ヱ
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地歴PSA分科会
地震ハザード酔価作業会

（噸不同，敬称略）

(2007年3月”日現在〕
（順不同．敬称略）

(2007年3月20日現在）

“原子力安全茎嘩撫

東京大学

関西註力㈱

(銅大林組

(独)原子力安全基姓樋梼

三蚕食王謹(銅

中部電力〔痢

鐸箸霞窒省

原子力安全・保安院

京都大学

東京大学

鱈)原子力妾全茎織堀鐸

関西註力(網

主査平野光路

融】圭蚕海田敬士

幹事中村隆夫

委員今塚唇勝

委員姥沢勝三

委員大島腿－1

委員尾之内厚忘

委員川原修司

翠
郵
翠
鎚
率
趣
蔀
率
率
罪

武村.雅之

田南達也

中村晋

琵島椙呂

野田静男

平田和太

藤田聡

塵本滋

翠川三郎

村松健

(株)小堀鐸二研究所

京京忽力(株〕

日本大学

岐阜大学

東京瞳力(銅

(財)億力中央研究所

東京危椴大学

湘南工科大学

東京工渠大学

“日本原子力研究囲発

栂構

(閑日立製作所

大阪大学

蛇沢囲三

龍島鵠呂

野田静男

安 中 正

読田寛

入野一男

宇賀田健

臭村俊藤

尾崎昌彦

尾之内厚志

壷
錘
嘩
鐸
率
墾
率
麺
麺
訟
率

“)原子力安全塞錘樫樽

岐阜大学

東京危力(鋼

東趣殴針(掬

鹿局建鯉(痢

鯉)原子力安全垂盤盟揮

大成建蝕(鋼

清水建段(鍋

関西趣力㈱

中部蝕力《株）

委員香川敬生

委員小超益彦

(財)地域地盤環冥研究所

謹済産染省

原子力安全・保安院

東京大学

“〕原子力安全基盤磯椿

睡〕原子力安全鋲韓擢錘

東愈設計(株）

陸0防災科学技術研究所

㈱大林組

委員商田致士

甕員堤英明

委員廷波秀蛾

委員福島鼓一郎

委員露原広行

委員吉田伸一
熊木博光

越塚獄一

種上正治

白井英士

員
員
員
員

委
委
委
委

委員

委員

明罎
彰

霊
山

常時参加者

坂上正治（(独)原子力安全西盤鯉桶)，川原修司《謹済産業省原子力安全･保安”，富永和也（経読

亜窺省原子力安全･保安院〕,野中則彦鰹済産業省原子力安全･保安院)‘三明誰幸(関西電力㈱)，

英原絶篭（題島建設(銅)．森和成〈(鋤原子力安全基鮭鯉構）

旧委員

寺津邦信（東京冠力㈱)，成宮祥介（関西電力㈱）

常時参加者

泉蝋郎((盤)原子力安全基鰹概檎),入野一男(鰹0原子力安全蕊磯榊)大家知子(関西魅力(鋼).,

尾埼昌彦（関西鍾力㈱)”黒甥克也（＝菱置王輩(銅)．近嘩敬介(馳)原子力安全基鐸構)”海松面

丘((鋤原子力安全猛錘糎禰),堤英明((独)原子力安全垂“樵),福田謡((独)原子力安全基盤殿構)，

増田貴弘（東京電力僧0)，水野淳（鹿島遮鮫(銅))，本橋章平（函原子力安全塞盤掘梼)，森山健

一（大成建殻(銅）

＝ 一
コ

＝

一
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建屋・槌器フラジリティ評価作業会
事故シーケンス評価作集会

（願不同．敬称略）

(2007年3月20日現在）
（噸不同．敬称略）

(2007年8月20日現在）

大阪大学

日本大学

三菱武玉葉(株）

(鋼大林組

鯰)東芝鍾力・社会シス

テム社

大成建峡(鍋

(卿原子力安全茎…鐘

(財)電力中央研究所

(閑竹中工務店

清水建股(株〉

経済産業翁

原子力安全・保安院

東京愈力(鯛

蝕)原子力安全基墜撞構

関西”(株）

(独)原子力安全茎…零

清水建殴(銅

鯉〕原子力安全塞腫樫撞

(独》原子力安全基盤機構

中部危力(銅

東京愈力㈱

東京電力(銅

(銅日立製作所

東唾計(銅

,東京電樋大学

湘南工科大学

鹿島建設㈱

鹿島建股(掬

蝕)日本原子力研究開発

撮構‘

関西益力㈱

主在

副孝春

幹事

委員

委員

山口彰

中村晋

光揮大帖

今嫁善勝

植木孝

誤
謬
塞
麺
認
率
率
認
率
霊
麺
翠
認
率

高松直丘

武 田 正 紀

田処和夫

堤英明

堤喜隆

長揮和幸

野田静男

福士直巳

祖島鮫一郎

藤田聡

鹿木滋

水野淳

美原墨葡

村松健

主査村松鍵 函日本原子力研究開発

槌構

東京大学

東京電力(銅

中部電力(株）

東京電力㈱

(株)日立製作所

画原子力安全乘盤擢塀

三審孟元薬(鋼

経済産業省

原子力安全･保安院

“原子力安全茎韓撹騨

委員

委員

委員

授上正治

武田正紀

中井良大

鯉)原子力安全狂…撰

滑水“(”

(独》日本原子力研究開発

織構

日本大学

関西電力(調

(鋤原子力安全率櫛

(銅東芝餓力・社会シス

テム社

日本原子力発電㈱

大阪大学

査確
鐸
率
翠
翠
率
麺
霊

越塚蔵一

田南達也

岩谷奉広

上村孝史

飽田伸菩

小含克規

黒岩克也

小畑益彦

委員

委員

委員一

委貝

中村管

中村隆夫

極田護

藤井正彦

委員

委員

委員

委員

委員

委員

字須田健

蛯沢時三

大烏靖樹

大官幸男

甲斐芳郎

小畑益彦

委員森田教

委員山口杉

委員近麗敬介

罪
郵
郵

酒井俊朗

坂上正治

小江秀保

循時参加者

蛭沢閣三（催0原子力安全基盤擬綴)，金居田秀二（日本原子力発趣(鋼)．川原修司（経済産業省原

子力安全･保安院)，川蟷治（陸)原子力安全基盤掘桶)，谷川純也（関西鍾力僻))，宮永和也曜済
産業省原子力安全･保安院)，豊島磁介（(株)原子力エンジニアリング)，野中則彦（経済壷乗省原

子力安全・保安院)，増田貴弘.(東京趣力(").水野祐子("ABS=ンサルティング）

委員山田淳

旧委員

泉鎖郎（(鋤原子力安今鋲…橋)，佐醗隆（東京亀力(銅）

常時参加者

川原修司（経済壷糞省原子力安全・保安院)，郡安迂三（鯉)原子力安全基盤樋揖〕･佐野京子《独）

原子力安全莚“構)，田岡英斗（鯉)原子力安全荘蝿栴)．谷川純也（関西趣力(銅〕，富永狗也（経

済亜案省原子力安全･保安院)，成官祥介（関西電力(株))，野中則琢（経済産業省原子〃安全･保安

院)，堀江正人(閣西愈力〈株))，増田黄弘(東京電力(鯛)，三明誰幸（関西賦力〈株))，本橋寧平((独）

原子力安全茎“融解)，森和成〔<独)原子力安全…穐構）

一
型

冠v

ー



一

－

pOO6g”07

標準の利用にあたって

標準は対象とする技術,活峨又は結果の仕様についての関係者の＝ンセンサスを規定し

ているものです．標準にはこうあるべきという蕊務的事項の他，こうあってもよいとして

合意された非駿務的な事項も含まれています。しかし．標箪は，対象としている技術，活

動又は結果の仕概について，規定している以外のものを排除するものではありません。

また，樮準が規定のために引用している他規格･標準は,記載された年度版のものに限

定されますb標準は全体として利用されることを前提に作成されており，公式な解釈は標

準委員会が行ないます。標準委員会はそれ以外の解釈については黄任を持ちません．標準

を使用するに当たってはこれらのことを踏まえて下さい．

なお，標準委員会では，技術の進歩に対応するため，定期的に標準を見直しています。

利用に当たっては，標準が最新版であることを確露して下さい。

”
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